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1.自己紹介
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1.自己紹介
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○2015年9月 持続可能な開発のための2030アジェンダ

○2015年12月 パリ協定

○2020年10月 カーボンニュートラル宣言

○2021年4月 改正建築物省エネ法 施行

○2023年4月 G7、化石燃料の段階的廃止加速へ
太陽光・風力で新目標

○2021年10月 第6次エネルギー基本計画 閣議決定
地球温暖化対策計画 閣議決定

○2023年2月 GXに向けた基本方針 閣議決定

○2023年5月 GX脱炭素電源法案 成立

○2022年4月 エネルギー供給強靱化法 施行
改正地球温暖化対策推進法 施行

○2023年11月 COP28 
118ヶ国が2030年までにエネ導入量3倍を誓約

2.太陽光発電とは?
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○2025年2月 第7次エネルギー基本計画 閣議決定



2.太陽光発電とは?（第7次エネルギー基本計画）

5
2022年度 2040年度

太陽光発電9.8% 太陽光発電23~29%



2.太陽光発電とは?
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件数（単年度）

2001～2005年度 : 財団法人 新ｴﾈﾙｷﾞｰ財団 （NEF） の補助金交付実績より
2006～2008年度 : 一般社団法人 新ｴﾈﾙｷﾞｰ導入促進協議会 （NEPC） による調査より
2008～2011年度 : 太陽光発電普及拡大ｾﾝﾀｰ （J-PEC） での補助金交付決定件数より JPEA集計
2012～2023年度 : 経済産業省（METI） HP 「なっとく再生可能エネルギー」 設備導入状況資料より

（2024.3
末時点）

2.太陽光発電とは?住宅用（10kW未満）太陽光発電導入件数



①クリーンで枯渇しない ②設置場所を選ばない

③非常用電源として利用できる ④企業の社会的貢献のアピール効果

2.太陽光発電とは?（メリット・デメリット）
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メリット 理由 デメリット
クリーンで枯渇しない 太陽のエネルギーだから 天気に左右される

設置場所を選ばない どこでも発電できるから パネルに影が掛かってしまう
と発電しない

非常用電源として利用できる
他の電源に頼らず、
必要な所で電気をつくれるか
ら

夜間は発電しない

売電価格の低下
→自家消費がお得。

後ほどご説明します。

初期費用がかかる
→0円ソーラーという設置方法

もあります。
後ほどご説明します。
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2.太陽光発電とは?（メリット・デメリット）



3.電気は買うよりつくる
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①

②自家消費

③余剰電力
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3.電気は買うよりつくる
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価格決定日 調達期間 初期投資支
援スキーム

調達価格
1年目～4年目 5年目～10年目

2025年 4月1日～2025年9月30日 10年間 非適用 15円/kWh 15円/kWh

2025年10月1日～2026年3月31日 10年間 階段式 24円/kWh 8.3円/kWh

2026年 4月1日～2027年3月31日 10年間 階段式 24円/kWh 8.3円/kWh

2027年 4月1日～ 4年間
（予定）

期間短縮
（予定）

未定 ―

【現行】 【導入後】

3.電気は買うよりつくる



自家消費

自家消費

余剰売電

余剰売電

数年前まで 現在

数年前までは、自宅で使う電力
（自家消費）を少なくして、
余剰売電することがトレンドだった

現在では、自宅で使う電力
（自家消費）を多くすることが
トレンドに変わった

kWh kWh
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3.電気は買うよりつくる



※日本のエネルギー 2022年度版 「エネルギーの今を知る10の質問」 14

3.電気は買うよりつくる



3.電気は買うよりつくる
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発電コスト 送配電コスト その他料金+ +

自分でつくったら
ここだけで済む！

変電所・鉄柱・電柱・電線など

16

3.電気は買うよりつくる



電気代 1,396,500 

電気代 3,206,880 

初期費用 1,122,000 

点検費用 188,000 パワコン交換 345,000 

14,983 

51,800 
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3.電気は買うよりつくる（支払う金額とCO２排出量の20年間の比較＜太陽光発電４kWを設置＞）

設
置
し
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ご
家
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設
置
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た
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約320万円

約305万円

約70％ダウン

※設備費用28万円/kW（税込）、点検費用4.7万円/回、パワコン交換費用34.5万円/回
売電単価は16円/kWh、自家消費3割、余剰売電7割、設備利用率13.7％
（経産省:調達価格等算定委員会／令和６年度以降の調達価格等に関する意見）より

※買電単価は34円/kWh
（日本のエネルギー 2023年度版 「エネルギーの今を知る10の質問」）より

※ CO2排出量:2.59t-CO2/世帯・年
（環境省／令和4年度家庭部門のCO2 排出実態統計調査の結果について（確報））より

※ CO2削減係数:392.5g-CO2/kWh 
（太陽光発電協会／表示ガイドライン（2024 年度））より
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メリット 理由 デメリット
クリーンで枯渇しない 太陽のエネルギーだから 天気に左右される

設置場所を選ばない どこでも発電できるから パネルに影が掛かってしまう
と発電しない

非常用電源として利用できる
他の電源に頼らず、
必要な所で電気をつくれるか
ら

夜間は発電しない

売電価格の低下
→自家消費がお得。

後ほどご説明します。

初期費用がかかる
→0円ソーラーという設置方法

もあります。
後ほどご説明します。
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※再掲



■PPA（電力購入契約）モデル

■リースモデル

※上記の他、事業者が割賦販売契約により
需要家名義で太陽光発電システムを設置し、

割賦金額同額で売電債権の譲渡契約を需要家と結ぶことで
「実質０円」とするモデル等があります。

4.設置費用0円サービス
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■導入方法によってメリット、デメリットが異なるため、お客さまのニーズに合った導入方法を選択することが重要

※事業者、サービスプランにより、詳細は異なる場合があります

自己所有 初期費用0円ソーラー
PPAモデル

初期費用0円ソーラー
リースモデル

期間中の所有権 お客さま サービス事業者
初期費用 設置費用 0円
月額費用 0円 自家消費課金 リース料金

売電収入の帰属先 お客さま サービス事業者 お客さま

契約電力会社 制限なし サービス事業者
（制限なしの場合あり） 制限なし

お客さまの
メリット

・売電収入と自家消費の電気代
削減効果が得られる

・初期費用が無料
・自家消費の電気代削減効果が

見込まれる
・メンテナンス費が原則不要

・初期費用が無料
・売電収入と自家消費の電気代削減

効果が見込まれる
・メンテナンス費が原則不要

お客さまの
デメリット

・初期費用が必要
・天候等の条件含め投資回収の

リスクを伴う
・ローンの場合、与信の影響あり
・メンテナンス費はユーザー負担

・余剰売電収入は事業者に充当さ
れる

・自家消費分は有料
・設置条件あり

・月額固定のリース料金支払いのため、
天候等の条件含め投資回収のリス
クを伴う

・PPAより割高になるか
・設置条件あり

契約期間 なし
10～20年

（契約期間経過後は、需要家に
システム一式が無償譲渡される）

10年
（契約期間経過後は、需要家に
システム一式が無償譲渡される）
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4.設置費用0円サービス
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4.設置費用0円サービス



5.停電時の使い方
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■近年、自然災害に伴う停電が多く発生しており、主だった例としては…

太陽光発電があることで“自宅での在宅避難”が可能になります。

平成28年 4月 熊本地震（停電:47.7万戸）※
平成30年 9月 北海道胆振東部地震（停電:295万戸）※
令和 1年 9月 台風15号（停電:93万戸）※
令和 1年10月 台風19号（停電:52万戸）※
令和 3年 7月 埼玉県・落雷による変電所火災（停電:約12万戸）

※政府により激甚災害認定■令和 6年１月には、能登半島地震が発生
台風、大雨、洪水、土砂災害、地震、津波、大雪など、これまでは、単一
の災害に対する備えが重視されてきたが、2020年から猛威を振るった新
型コロナウイルス感染症をきっかけに、「複合災害」への対応が求められて
おり、避難所での「3密」（密閉・密集・密接）を避けるため、在宅避難や
安全な親戚や知人宅、ホテルなど避難所以外への分散避難も考えられる。

5.停電時の使い方
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①太陽光パネルで発電
②接続箱、パワコンを通し住宅で電気利用
③パワコン（パワーコンディショナー）を“自立運転機能”に切り替える

①発電

②
③自立運転

https://www.jpea.gr.jp/house/poweroutage/ もご覧ください。

操作方法メーカーによって異なりますので確認を、また年に1度必ずご確認ください。

5.停電時の使い方（自立運転機能への切り替え方）
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6.蓄電池との組み合わせ



①太陽光パネルで発電

②蓄電池に充電

③蓄電池から放電①発電

②充電 ③放電

6.蓄電池との組み合わせ
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日中:太陽光発電の電気はまず自宅で使用
余った電気は売らず蓄電池に電気をためる

夜 :蓄電池にためた電気を放電する

深夜:割安な深夜料金の電気をためることも可能

停電したときでも、
蓄電池にためた電気で生活できる

蓄電池が空になってしまっても、
翌日日中に太陽光発電から再充電、
ライフラインが復旧するまで電気が使えます。

平常時

有事時

6.蓄電池との組み合わせ
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6.蓄電池との組み合わせ



需給バランスを保つための広域的な電力融通

2024年

6.蓄電池との組み合わせ
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7.検討から設置までの流れ
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JPEAホームページ（https://www.jpea.gr.jp/document/pamphlet/）からご自由にダウンロード出来ます!

失敗しない太陽光発電システム選び 始めようソーラー生活

31

7.検討から設置までの流れ



失敗しない太陽光発電システム選び始めようソーラー生活①
●設置条件（気候条件・日照条件）

●屋根条件
（広さ・形状・方位・傾き・

影の有無、屋根構造・屋根材種類）

広さ・形状 :パネルが何枚載るか?メーカーに
より大きさ・クリアランスが異なる。

方位:方位により発電量が異なる。

傾き :施工方法や金具が異なる。

影 :影がかかる発電しない為、影を避けて設置する。

屋根構造:工法や金具が異なる。
（設置不可のケースも!）

屋根材 :工法や金具が異なる。
（設置不可のケースも!）

⇒施工基準を満たしているか?基準を満たしていないと、
物理的には設置出来ても“ほしょう”がおりない。

32

7.検討から設置までの流れ
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日本の屋根形状は様々です。
パッと見、一緒に見えても全然違うこともある。

屋根裏の構造も様々です。
柱と柱の⾧さが数mm違うだけで、設置可否に影響を及ぼします。

物理的に設置が出来ても、
メーカー基準を満たしていない設置は推奨できません。

7.検討から設置までの流れ



●電気の流れ
（パネル:発電→PCS:変換→自宅で使用→逆潮流）

●固定価格買取制度
（10年契約、11年目以降は任意契約）

●事業計画認定

●“ほしょう”制度
①メーカー保証（機器保証・出力保証）
②自然災害補償
③施工保証 等

※“ほしょう”内容、有償無償は、
各メーカーによって内容は異なります。

●設置後トラブルの事前防止（4頁にも記載有。）

●保守点検・メンテナンス（続けよう ソーラー生活）

失敗しない太陽光発電システム選び始めようソーラー生活①
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7.検討から設置までの流れ



●見積内容
（パネル・PCS・ケーブル・金具・ユニット・足場、等）

●現地調査後の図
（パネル配置図・ケーブル配線図）

●経済性シミュレーション

（○KW×□□kWh＝
年間推定発電量◇◇◇kWh、等）

※NEDOの日射量データを使用する。
日照時間で計算しているのはダメ。

●クーリング・オフ

失敗しない太陽光発電システム選び 始めようソーラー生活②
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7.検討から設置までの流れ
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7.検討から設置までの流れ
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7.検討から設置までの流れ



●見積内容
（パネル・PCS・ケーブル・金具・ユニット・足場、等）

●現地調査後の図
（パネル配置図・ケーブル配線図）

●経済性シミュレーション

（○KW×□□kWh＝
年間推定発電量◇◇◇kWh、等）

※NEDOの日射量データを使用する。
日照時間で計算しているのはダメ。

●クーリング・オフ

失敗しない太陽光発電システム選び 始めようソーラー生活②
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7.検討から設置までの流れ



※国民消費生活センター 39

7.検討から設置までの流れ



失敗しない太陽光発電システム選び 始めようソーラー生活③
●施工ID
・自動車で言う免許の様なもの。

職人はメーカー研修を受けることで施工IDを
取得できる。施工IDがないと施工できない。

・基本的に電気工事士の免許を持っていることが、
メーカー研修の受講資格であることも多い。

・設置後のメーカーへの“ほしょう”申請も施工IDが
ないと出来ない。

●施工
・設置条件（気候条件・日照条件）、屋根条件、

によりメーカーの施工基準があり、それに則った施工が必要。

設置後、 何らかの“ほしょう”を使おうと考えた場合でも、施工基
準から逸脱していると“ほしょう”適用外になる。

●保険・保証
・基本的には施工店が加入している工事保険が適用。

・稀に家主が加入している火災保険なども適用になるケースも。
※内容や期間は、保険の種類により異なる。 40

7.検討から設置までの流れ



※経済産業省 41

7.検討から設置までの流れ



●今日だけの特別価格!今契約しないと損しますよ!

➡そんなことはありません!もし急かしてくるなら理由を聞く! （補助金等）

●モニター制度を利用できるあなただけの特別価格!

➡そんなことはありません! （○○名限定、○○棟限定、も要注意!）

●必ず○○○kWh発電します!売電で毎月○○万円が確実に入
ります!今お支払いの電気代でローンは必ず支払えます!

➡“必ず、確実”ということはありません!
（必ず儲かる、必ず電気代が半分になる、も要注意!）

●こんなに説明したのに契約してくれないと困ります!
今日は契約いただくまで帰りません!

➡お帰りいただきましょう!しつこい場合は、警察への連絡を匂わせてもい
い!（不退去罪に当たる可能性があります）

➡日を改めていただきましょう!⾧時間の説明で、消費者が疲れてきたところ
を漬け込む可能性もあります!

42

7.検討から設置までの流れ
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事業認定ガイドライン

電気事業法

メーカー保証年数

※事業計画策定ガイドライン（太陽光発電） 経済産業省

※低圧太陽光発電設備や小形風力発電設備を購入される皆様へ ～「電気事業法上の義務」をご存じですか?～ 経済産業省

（FIT）

（非FIT）

※戸建住宅の太陽光発電システム設置に関する Q&A
国土交通省

8.耐用年数・保守点検メンテナンス
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8.耐用年数・保守点検メンテナンス
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8.耐用年数・保守点検メンテナンス
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8.耐用年数・保守点検メンテナンス

太陽光発電×住宅メンテナンス（リフォーム）

※太陽光発電設備の導入意向に関するアンケート調査結果概要 環境省
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9.まとめ
●電気代削減

“電気は買うよりもつくる”、
今は自宅で電気を使う（自家消費）のがメリットの時代

●非常用電源
災害で電気供給が止まってしまっても、自宅で電気が使える。
避難所での“複合災害”を防ぐ“自宅避難”が可能になる。

●クリーンなエネルギー
環境に負荷をかけることなくエネルギーを生み出せる。

●太陽光発電×住宅メンテナンス（リフォーム）
太陽光発電設置と同時に、住宅メンテナンス（リフォーム）行い。
住宅の省エネ性能の向上。
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9.まとめ
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ご清聴ありがとうございました。


